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)高原先生

すこの度は、私の退1艘に伴うゼミをご担当いただくことになり、お礼方々、引継ざ書類を作成いたしま

すした。
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′て、参考11鞭の提供、削諭を中心に、彼らに考え
しました。

ようしくお願いします。
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乙第 17号証

池農カリキュラム鑽腱晨どの

あなた方執行部およびゴL村カリ等ュラム欝農1よ、調ヒ村さんが作つた巧妙な制置の臨

間をつかつて持任警鍾薔し、歌機会で艤詭することなく、学部長の一存で嶽めるとひ

うことをし、学生の立罐は全く考慮されてしヽない進め方をしている限ですから、購畿の

初めにゼミ生に説明にきてください。

来週3年生のゼミがあります。再来邁には2年度のゼミがあります。

岡様に、私の担当科国は学部にとつて不要であると説明され、来年は不騨購と明書

されていますので、熱週の情報NW輸璽、高来週の情鞭 瞳にも構議の初め燿不要

としヽう楓拠を説明に来てください。

お持ちしています。

これは、あなたがた臨術部としての学堂へのけじめと思います。

よろしくお願いします。

警井麟饉

―― On Sun,2012/11/187池 釉 翼 驚 Gko8hima)`鰐 ε励 機 の 銀 緒 守 傷構、惨 wrotei

吉井先鎧(Gα井形先生、書野先鐘)        「  |■
いつもお世酷になつております。

ところで、次筆農麒鶴のポ亀(餞在∽)2年生・3鐸壁)について、メープ睦 させていた

だ議 す。もし議卜鷲動としてご担菫しヽただく蠅合に1ま,非常動購鰤願 気Qにありま

す)の履隠駒艤卜繋纏機を提出いただく必露があります。

執行部(aヵリキュラム機動晏)としまして1ま、22圏 (本)の連絡協議藍に関It合わせ

亀しヽと考えております。まずは、書井先生の剣憲愚をお闇かせいただけないでしょう

か。

なお、お忙ししヽなか大変難で申し駅ありませんが、

量歴警嗜難畿警は21目 (水)までに池島のメールポストに投国していただけましたも、

事務所の方に提出させてしヽただ議 す。ご構酎のほど宣しくお鰹い申し上げます。

饉醸国爆嘱国
響や
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井形学部長および轍術部の先盤方へ

今回の特倦の進め方1まその原因とするところも不適切であり、私に続く先菫方のた

めにも、日下、人権畿量量に鰤短 し`ると進るです。

その結量を私1ま待ちた場ヽ鹿忍しヽます。

なお、ゼ霞菫鰺層|まどうしたら私の構怪が麗鴎 れるのか、自分たちのゼ議も纏鋏し

て指導していただけるのか、と鵞つています。署名活動をしようかとも鵞つています。

J躙動でゼミ纏続の道もあ嚇 すが、今回のように不必要と言静れた状態寵 竃:こ難

る教晨|まいないと思うと私は学生には説明しています。

学生の菫瞳にたち、瞳切な制度の運用を期待したしヽものです。

この件については、賊上が私の回警です。

曹井鷹簸

囲 012/023
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乙第 18

葬静攀都曼どの

発囲はご饉明、ありがとうございました。

当国のご畿明に、あまりにも間違しヽが多く、これでこのような決定をなされること機不

当と懲われます。

ご爾正をお明いします。

議井躍饉

――On Tuo,2012/10/10,井 形 浩治Gttta)伽触物SattaT″θ.ξ 諭ゝ wrotel

書弊鷺雄先壼へ (cc.学部執行部)

昨曰複はお時蘭震麓し、観に申し震ございませんでした。

さて、本国 10月 16日 (火)の 13:15よ り、学晨鑢彙光腱発生 憫 饉簿響 :藁饉橿熙副撃晨)

と岡学晨量におきまして、先生の『輔儀機量Alに関する僣用季続きにつしヽて、これ議での駅

混鮮明書難しました。

その出で、私Iま 隊 顧緩済大学第 3鶴 r難難 o人事Jの第 3驚「人事』.におtす る時壁轍量蝿穣』

の篤 9彙「辮笹轍量Aの儀用手続き」の Ю 撃部農は轍精曇量撰総よび対量警との協議の上、

櫂農計画艤書権繭量晨奎に櫂出するJと いう置層手輔きにおいて、書井先生の機鐵計画書の蝿

出において『不鸞」 (こ こ電は経営学部カリキ風ラム機購欝晨量による番震の憲)があるもの

の、「罐鷺畿晨嚢Jそのものへの提案|ま可能かと倒つてみました。 それに対して、鐘永攀曼

1ま過去の騨 llに おいても、『描鑢嚢量菫」が機爾上の「不備Jがある饉補犠の最図はしておら

ず、当鍋、間量量金の開催も不可能である、という爾の圃警が出されました。

懸上のことから、今農、岡躍鐵につき嶼して1ま、纂纂上進めていくことは不可能となりまし

階。

本学部は、再雇用する畿質のみならず、私を含めた菫轍翼 (非常動・警員、その他も會め)

の構議担当は、カリキュラム農酎警量金の書饉費経て、数櫂嚢にて承圏されております。今回

の構奮だけ榊ellに 、カリキュラム機鮨霙晨壼の憲饉麟量を無視し、 靖 井先生と私との協議」

だ|夕で儀用鐵の手畿書が量めること|ま不可能と薄えられます。

昨圏、曹井先生は、それでもこのままの警爾を持つて、 聯 驚饗晨奎」憲爾欄せよ、と転に強

く要置されていましたが、「 購 議担当計画として1ま)不騰警鋤 審持つて、弊静橿人|ま推籐

そのものに奮議で書ないまま、『鼈驚簑風壼』に提出し艤ることは、大学としても闇められな

い、という結議でございます。
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先生のご甕量に震えず、大鷺,b警しく感じる次鐵です。加えて、発生からの資oくお轟い事蠣

>ですが、

金カリキュラふ欝晨奎として、判断された、沢山の理由尋構鶴舎文繊てくださいませんか。

圃繭でご饒明になるにはあまりにも多餞にわたり、それぞれの理由口糧拠の範鸞性がなには判

断できず、10数年、大阪経済大学の…観農として濯張つてきた私への隠直だとビ糧難してい

ただ會、丈警でお送りください議すようにお願いします。それは、私の一織上にかかわること

であり、お示しIこなつた理由 口楓拠が、「iまい、そうですか。それでは辞退し奮す』とT解じ

うる種機のものかを判断するためです。

大鐵申し畿ござしヽません。これにつきましても、聯 醤畿量としての評価』についての購評内磐でもあり、

「公的文讐』としての性籍も轟く、対離となもれた特儀鞣量「候補戦』に文機として鷹撥議すには、その

機たる機艶づIサと『カリキュラム機酎畿量藍金量』かこの了解が必甕かと等じます。また、提え爵 によ

つて鐵、費番目主張銅讐によつて鸞饉した個人が特麓され、後で鸞爾による葬饉書露1サることI電機ると、

同鍵量禽メンパーによる自由かつ鍮憚な書斃欝が今畿翻ずられてし驚うこと撃ヵなりか纏ません。

もしそうであ魏 ら、書井発生が警殿からぎ嵩雛いただしヽている駄 学の民主買曇順u rA●正的な組繭体

制の理念」とも稲轟することにも成かねないのではないでしょうか。この点か輔 、彙菫からの聾鰭につ

曹ましては、慎重に国警口対応したいと考えますので、お構略願います。

また、昨国のお籠しさせて頂いた内容について、蕎干、私の見解は適うのですが、これもにつしヽてはい

ずれにせよ今回の結果を置すものでもないことから、これ以上、先生と『やり取りした内響盛 正確に鰭

め墨蕗震性は難いと量われ窯すので、反論Iま撞えり ます。

罐 欝鬱理∝ 大手鐵Jのご説明dご緻撰ありがとうございます。今畿、私自身の研究の種とさせて議

轡ます。最畿に最ねて申しますが、先生のご襲握|=鷺えず、大変
`じ
讐しく感じます。長年、本学

部にお警まして、ご潜轟おりがとうござい護した。また、個人的にも鮮くのことをお籠え爾曹、

籐く醸爾申し上lfます。 井静磨治

囮014/023
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乙第 19号

差出人l yaptteyy@yahoo.cojp[yapdeyy@yahoo.ooJp]

送信日時:2012年 10月 21日 1&12

宛先:吉井 藤雄(yasuoyooh‖ 〉井形 浩治Gttta)

CC:池島 興策αkes‖ ma洸 吉野 忠男(tyoshinO)

件名:R。1唯篇委員会」開催不許可のお知らせ

弊静学部長殿

いつもお世賭 !ξなつております。

6つの項目とその運べられた理由が、一方的な解釈とご醜明ではなかったか、と判畿

しております。それらが第 3者からみて適正とみなされるだろうか、と危偶しておりま

す。私に1ま現在もなお、とうてい適切なご醜明ではなかつたとみております。

なお、お濾事いただいた通のメールの内審議欝魏するようにします。

吉井鷹雄

― ―On Sun,2o12/10/21,井 形 溝 沿 Gttta)く機 懸働 魂 義 師 脚 颯 蠣 が wrOt戯

奮井発生ヘ

率じ駅ございません、先豊からいただもヽた案メールの爾闇肉暮が分制 かねます。

先国の緻授奎において、過闘の書弁先菫と私のやり取り(於 [南計研究勧 |もついて、

複数名の先生からその内容について間われる震間がございました。

私!ま、書井先生のみ臓申し上|ザ護しためで、それらの内審〔ま曹弊先菫から他の発生

に転えられ鶴 のと畢しますが、そ鑢 うな理解でよるしいでしょうか。

それIよ、さて譴 、私の当日の「説明にあまりにも間燿いが多くJと iま、耐を提えられ

ていらつしゃるのでしようか。過日、先生の研究量において時間をかけ同一内容警攘

数回、意入りに申し上げたつもりです。その時点でおつしやつてし畿だいた方が 、観

明した私も、量朧n反蹄を出される書井先生も同者とも正確瞬 の輸点醐 らかにで

審たと彎えます。また、先の教授会においてもなぜおっしゃられなかつたのでしょうか。

このようなメールを、私と我 執々脅部にだけ出されるのは、我々以外の先生に聞かれ

てlま何か吉井先生や先生に近しい方々にとつて間題でもあるのでしょうか。私の「醜

明の(あまりもの)問違い』点fま、恐らく1=2点でなく、「多く」あると理解されます。なお

さら、瞼 的な場=轍授動 にてご指摘いただくべ管でしょう。

Fこのような決定!ま不当」の意味も理解しかねます。
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①F規定によつて下される決定そのものが不当』なのでしようか。それならば、「規定

改正」の提艤讐遮やかに出されないと、本年度申には改正が実現することが困難と

思われます。もつとも、私!ま現在のと通る「畿定によつて警 れる決定その器 が不

当」にIま、7解できません。

②F決定に至総 での私の蠅彎・半り断が不当Jなのでしようか。それならぼ前の 16臨

に先生に出した私の文癬を再鷹、一醗願しヽます。やはり、『決定に至るまでの私のは

電n判断が不当」とiま彎えられません。

れ て、上記の点からも、何を『爾正』ずべ警か、理解できません。

それと、教授会において私の思考が プア」と曹井発生から発言もございました。ここ

での「プアJlま、ィ璽―ル『ばかg思議が鶴 しヽ」と理解してよるしいでしょうか。今回鍮

メールも、リア」な葬影に 対して、当然『リッチ』な曹井先盤の観点D思考Iま正議璽

論であるとの前握で選られた勧 と瞳無機ます。

教授量は、本来Iま『攀聞研究の種としての自藝な発置』が爆たれるべきでしょうし、私

の機機の学部長口軌猾部にも、それを燿罪とも議鰻いただ警たいと口います。

しかし、融位□年断が下の数農に対してのみならず、金での救量が禰菫籠顆 趙腱髄

露腱p籠神と態度|ま、やはり常雛として求められまず。攀外蕃確嫌 かく、少なくと亀、

学生晨OBIま、「そのような機櫂轟れであつて欲ししヽと口つてしヽるようにも、私には感じ譲

す。
Fばかと量ゎれて』名鬱嚢機の鶴職腱燿:ま、私Iよいたしませんが、やや、今回のよう

なメール送付lま大賣我 警々警じめます。

議々執行部には、先生以外鴻 の学舗内外の数量口轍璽、大学関連の外部響から

毎日、多くのメールを霞鸞します。それらに対して多くの時間を鷺やし、爾能な限り、

失礼が難いように通信いなします。亀だし、その作藁は大策ストレスを強く感じる難覇

です。

何率ご理解下さいませ。

葬形港治

囲 016/023
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乙第 201

大阪llE済大学経営学部教授会議事録 (12-12)

可.日 F争

肛̀ 場 所

肛,出席者

Ⅳ.1義 題

2012年 11月 16日 (金) 18:35～ 15185
E館第 112会 1絶竃

経営学部長他 計 43名

出 欠 表

○ 井形 浩 治 ○ 束  裕一 O 栗 田 聡子

O 池島 真策 0 池野 重男 ○ 曽根 分一

X 伊藤 裕人 ○ 伊il■ 正 之 〇 高原 籠二

○ 江島 由裕 ○ 黒田 尚結| ○ 猥 又心  B8rbara

○ 太田 ―lll ○ 田申 健吾 〇 橋谷 聡一

○ ゴヒオf    f11 ○ 田オ1. 俊之 0 福田 圭三

○ Jヽ本f  t曖 山「 ○ 遠原 智文 ○ 松 閣
″
ド

山
誤

温

○ 票城 利明 ○ 林  幸一 ○ 検内 意

接 後llk 一郎 ○ 林田  修 ○ Ltl條 北斗

× 鈴木  滋 ○ 藤澤 宏樹

○ 二富 正 岡 ○ 藤嶋  黎

○ lill口  克次 ○ 堀竹 学

○ 本田 良巳 0 本間 利通

○ 六浦 英文 ○ 館闘 宏明

○ 森 ―憲 O 増オ1・ 紀―~r‐

0 吉井 康雄 ○ lrl山 裕―

○ 渡辺 大介 ○ 三島 虚皿

○ 山田 文明

O 背野 忠男

【教授】17名  【准教授】20名  [ittlfli】 8名       ′

[合 計卜】45名 随 足数〕20名

O饉 出席、△量遅女1(10分以上)、 A―避刻 (30分以上)、 ▽中途退出
lLl欠確裾 :池島脚l学剖

'長

入試合否判定に関する料1

数務に関する件
入試 に Щする

学生湖∫に関する件

進L76支援に関する件

人事に関する件

次期学普卜長逃lllに ついて

カリキュラムについて

その他

_74_
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(2)特任教員について 《井形学部長》

_78-



201403/04 1UE 17155 FAX 06 6323 5510俵 法律事 務 所

標記について、次年度からの特任教員への申し出が不受理となつたとの報告があったG

◇ 本日の曹井氏配布文響の私関係部分に具餞がある。そこに貼り付けられた 2003年 2か ら3月 の

2通のメールは、2部改革を経て投業開始日前の緊急の時期のやり取りとしては間隔が空きすぎ

ていてモ1■ 自体奇炒だ。都合の悪い部分がll■ されている。科目名変更に納得せず摯トロ担当を自

らも辞めるとされたのだ。さらに 2青 F利,日 を本人が辞退したかどうかよりも教授会の決定が重

要だが、加えて 2003年 6月 の教授会では次年度以降 2部担当をしないと宜言され議事録にヽそ

の発言が採録されている。にもかかわらず、このような文書なリメールを続り返し配布送信す

ることの意味は重大だ。

◇ 情報を共有した上で、半1断 してほしい.

◇ 不受理と判断したのはだれか。

0学 長である。

◇ 理由はどのようなことか。

◇ 特任として科目を担当いただくことを承譜できないからである。

◇ 再層用に関することなので、本人のいないところでやるべきではないか。

◇ 再願用に関しての規程を知らない。どういう手順でやるのか教えてほしい。

◇ 1年前ぐらいには再晟用される/lhど うかわかるようにしてほしい.ゼミの担当の問題や今後の見

J理 しのためにも早く知りたい。

◇ 今後は教授会を自されて、組合などに持っていくら

◇ 学部長から警顔上の不僻を理由に不受理としたとのことだったが、書類 Ĺの 不術とはどのよう

なものか。

0学部長が判断して作成する書類が作成できなかった。その理IILは次年度IF_当 滲|,日 を決定できな

かったからである。                    ,  1

磁 019/023

8,

9. 輻
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1■_月 7日   確鍵

イリア協み 'F「

□020/023

‐81‐
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乙第 2¬

1,

肛.

『
.

日  1寺

場 所

出席者

2004年 5月 21日

経営学

出 欠 表

般〕12名 1助改援〕6 i眸鰤】7名

【合計i125名 (留学者 l名 ) 〔定足数l13名

V・ i戦

に関する件
に関する

:書ドにl・Hする件

人Wに関する

に関する

天V蘭額面花ち下櫛
~

大阪経済大学経営学部教授会謙事録 (04-04)

カリキュラムについて

について 〔人間】
各駈委員の選出について

18
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(14)は囃 爾

④その他、古井教授から提案されていた議事録問題について、次の 3点を再砲認した。①i義事録は 2

ヶ月以内に訂正協議を可能とする.②録音希望者は、出席者の了解を得て行う。③6月 6目 餞事録

の訂正希醸文を本国の1錐事録に1反録する。【下記〕

6月 6日 の教授会議事録「③ベンチャービジネス論・市場lill16論 」について,吉井康雄氏より、

下記のようにllJ正すべきだとの意見があった.

*率 率ネ**議事録に対する代替案****来 *

③ 〔ベンチャービジネス詭〕担当者の採用について 《二宮審蘇委員長》    ‐

6月 4日 の研究報告会の後、審査委員会で検討した結果、太田-1樹氏をベンチャービジネス論螂

22



201403/04 TUE 17156 FAX 06 6323 5510俵 法律事 務 所 □023/023

担当者に推i悔 したいとして、二富圧司、林田修、樋目克次、4/6審査委員を代表し二宮審査委員長か

ら主要な審査論文についてlll秤 があり、専任数員として適格であると判断した旨報告された。これ

に対して次の意見が交換された。

(古井)「二箇先生のレフェリーは、ベンチャービジネス諭ではなくマーケティングの先生としての

レフェリーです。ベンチャービジネス論の業績が全くないではないですか。採用の判1新基準を示し

てください。」

(執行部fl14)大 学院役立における中甜条件はベンチャービジネス論ではなく、その方がパスできる

ように適宜変更すれば」ミい。

(二宮)ベンチャービジネス論は全く新しい分野でどこの大学も不明確なまま進めているのが現状

です。古井先生はそれではどんな基準をおもちですか。

このような議論の後、在籍者 16名 による投票が行われ、15名「可J、 1名「否」の投票結果により、
ベンチャービジネス論の担当として採用することが決定した。この採決に対して次の要望がなされ

ている.

(古井)「ベンチャービジネス論として採用されたならば、マーケティング論ではなくベンチャービ

ジネス7備 の数員としてのその責任を果たすようにもっていっていただきたい。J

結果として、大 [‖ ―樹氏の就能予定日は 200■ 年 4月 1日 frl'け であること、注1席 している教授の承

認のもとで教授として迎えることが決定した.

ネ 冽く

"f**ホ
*漱 *,卜 **Hξ 率 *米 **

以 上
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